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第3回衛生工学シンポジウム

1995.11北講道大学学術交流会館

5-7 
札幌市下水道新基本計画の概要(その 1) 

田中 透、石倉 昭男、紅露 尚窓(札幌市下水道局)

1.はじめに

本市の下水道整備状況を見ると、すでに普及率は全国でもトップクラスに議し、浸水対策

についても10年確率韓関の採用など、高水準の内容で整備されてきており、下水道の基本的

なシステムはほとんど完成したかに思われます。

しかし、今後ともこの下水道を適切に維持していくためには、さらなる人担増や市街化の

進展による汚水・雨水・汚犯の増加や、老朽化する施設の再構築など、多くの課題がありま

す。

また、都市化により河川の固有水量が減少した結果、本市の水環境における下水処理水の

震要性は、量・質ともにますます大きくなると予想されます。

さらには、雷対策をはじめとする下水のエネルギ一利用、処理水による fせせらぎJの西

復や焼却灰などの資源的利用、そして処理施設の上部空間利用など、下水道をより効率的に

活用し、市民サーピスの向上に質献することも今後の大きな役割と言えます。

本計画は、このような課題に対応するために検討されてきたものであり、その一部はすで

に事業計画に反映している部分もありますが、このたび全体的な取りまとめを行い、本市下

水道の新たな計画として位罷づけることとしました。

なお、計画の構成は次のとおり多岐にわたっているため、今回は汚水処理と汚混処理利用

計調について概要を説明します。
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2圃計画の諸充

(1) 計商館標年次

平成 17年〈西轄2005年 r第 3次札幌市長期総合計画Jと整合)

(2) 計簡汚水量の分類と算定方法

計画上、汚水はその由来により次のように分類・算定しています。

汚水分類 汚水量算定方法

家庭汚水量 a (窟住人口)X (居住系臼平均原単位〉
市全体の汚水量構成比

Hl湾沼野

営業汚水量 b (業務人口)X (業務系 - /1 一一〉

工場排水量 C (施設ごとの日平均題定量〉 3同

その他汚水量 d /1 2. 

断 水流入吋
(処盟甜積)x (面積当たり日平均盤〉

)X(-/I 一日最大量)

日平均汚水量 a+b+c+d+e 

日最大汚水量 (a十b+c+d)Xrl +f r 1 変動倍率

(3) 人口

総人口は f第 3次札親市長期総合計画j に基づき 200万人(平成17年)とし、下水道

の処理人司〈居住系)はそのうち市街化調整区域の一部を除き、完全普及を前提としてい

ます。

〔平成17年の計調人口〕

(万人)

札幌市総人口 200 

処
居住系 199 

理

人
業務系 9 2 

口

(4)原単位

〔額一 l 人口の推移〕 単位:万人

詰4 H17年

使用水量の実績の伸びから次のように計画しています。

〔平成17年の臼平均原単位〕

U/人・日)

居住系 230 

業務系 330 

〔図-2 涼単位の推移〕 単位 :12/人・日
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(5) 処理面積

処理面積は新たに市街化が想定される区域から設定しています。

30.000 
〔図ャ3 処理面積の推移〕 単位 :ha

〔平成17年の処理麗積〕

(h a) 

10.000 
S53 司4 百17年

(6) 単位面積当りの地下水流入量

地下水位により地域を区分し、量は実態調査を基に将来とも固定しています。

〔平成17年の地下水流入量〕

(ms/ha・日)

〔岡一4←地下水流入最(全市平均)の推移] (ms/ha・日)

J弘山一 一一岨日最*~----…一一九S
10 • … … 一、…・・……
¥r.-Fヘノi 寸 W 県平均 白

地下水位 日平均 日最大

高い低地等 1 0 1 5 

低い繭状地等 5 8 

全市平均 7.5 11.5 
o 
855 H4 H17年

(7) 計爾汚水量

各諸元の計闘健から計画汚水量(全市分〉は次のように予測されます。

〔平成17年の計顕汚水量〕 1.100 
〔回一5 臼平均汚水量の推移〕 単位:知3/臼

ず019
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400 
S53 日4 H17年

3.汚水処聴計画

(1) 課題と計画の考え方

現在、札裸市には9箇所の下水処理場が稼働しており、全体での処理能力は日最大で

1， 044: 8(千1II316)ですが、これは平成17年の計画汚水量(日;最大L331.5fm3 /日)に対して
286.7(fm3/自)の不足となります。

これに対しては、処理場の増設用地や放流持川の状況などを考慮し、平成17年以後も

見据えた計画を策定する必要があります。

さらに今後は高度処理や合流改善といった新たな施設や、処理場自体の再構築に必要

なスペースも確保しておく必要もあり、ある程度自由度を持った施設計画を目指してい

ます。

日
UFO
 
ワム日



(2) 計簡内容 (具体的な汚水量、処理能力は次頁参照〉

① 豊平川の右岸地区(現処理区:豊平，11、厚別〉

処理能力の不足に対しては、既存の豊平川処理場、庫別処理場ともに敷地の制約か

らこれ以上の増設ができないため、新たに東部処理場を計画し、合わせてそこで将来

の既存処理場の再構築にも対応可能なスペースを確保していきます。

② 豊平JfIの左岸地区(現処理監創成JfI、拓北、伏古川|、新川河手稲、茨戸、定山渓)

今後の市街化の進展は北方面(現在の茨戸処理区)で著しいものと予想されますが、

茨戸川は関鎖性で水質環境基準も未達成であることから、茨戸川水系の処理場(創成

川、伏吉JlI、茨戸)の増設は行わず、能力超過分の汚水は手稲処理場(新JfI水系)に

切り替えることとします。

また、新川処理場の能力不足に対しては一部増設するとともに、汚泥の集中処理化

により、現在の汚泥処理(熱処理)からの非常に大きい排水負荷がなくなり、実質の

汚水処理能力も増加することから、対応可能となります。

〔図-6 札続市の下水道計画概要図〕
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〔各処理場の計商汚水量と処理能力〕 単故:千m3j臼(呂最大量)

処理場
農王手川右岸地区 豊平JlI在岸地区

農平JlI摩別 東部 伏古111 創成JfI 新川 拓北 手稲 茨戸 定出演

現有処理能力(問) 186.0 154.8 61. 0 144.0 205.0 8.0 176.0 100.0 10.0 

切替前汚水量 259.8 213.9 66.6 139.6 277.9 16.0 197.8 142.6 17.3 
4 :， 61. 6 :，7.9 5.0 42.6 a 

H17 切替最 ¥88.8 “・.骨喝暢柑幌制帽輔咽帥 司、 ‘ー..陶・ e嶋 崎、 “ー.朝骨骨開 司、 " 柑骨嶋悟--_.. 

、 、 、 ， 

' 市 市 ' 
切醤後汚水量 171. 0 152.3 150.4 58. 7 142.5 282.9 16.0 240.4 100.0 17.3 

計画
計画処理能力 186.0 154.8' 61. 0 264.0 100.0 18.0 152.0 144.0 293.0 16.0 

備 考 新設 増設1) 増設 増設 増設

1)能力増加.O(千m3j自)のうち、汚泥処盟の集中化による負荷削減の効果が 55.0(千m3j引を占める。

4.汚泥処理事IJ用計画

(1) 課題と計寵の考え方

汚水量増加に伴い汚泥量も増加する一方、汚泥の処分場(陸上埋立)を確保すること

が非常に臨難になってきております。このため札幌市は、汚泥の最終処理を「焼却j と

「コンポストJに定め、この 2方式による全量処理・再利用を目指しています。

一方、最初の処理場稼働から 25年以上を経過した現在、各処理場における汚泥処理

設備の老朽化対策が急務となっていますが、建設当初は郊外であった処理場の周辺も住

宅地となり、今後は呉気等の周辺環境対策が一層求められてきていることや、高度処理

や合流改善等の新たに計画すべき施設があることなど、から、現脊敷地での対応、は難しい

状況です。

このようなことから、汚泥処理方式は各処理場における分散処理から、より効率的な

集中処理への移行を目指しています。

(2) 計画内蓉

① 汚泥集中処理

汚泥の大部分(約9割)は、豊平川の在岸と右岸にそれぞれ設けられる f手稲汚泥

処理センター(一部焼却施設稼働涛)Jと f東部汚組処理センター〈今後建設予定)J 

において脱水・焼却処理する計画です。

コンポストについては、現存の f摩別処理場下水汚泥コンポスト工場Jで継続して

いきます。

〔図-7 汚泥集中処理の全体計調〕
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@ 再利用について

焼却灰・コンポストは全量再利用を目指しており、特に焼却灰はその特性(半溶融

クリンカー状)を生かしてーできるだけそのままの状態で埋戻や整地等に経済的な再

利用を留っています。

〔図-8 脱水汚泥処理処分内訳(H6)) 〔図-9 焼却灰の利用内訳(間))
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〔関-10 汚抱処理の流れ〕 ※一部計画段階のものを含む
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